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自
衛
官
の
処
遇
改
善
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
般
公
務
員
と
切
り
離
し
、「
武

官
」
と
し
て
の
独
自
の
給
与
制
度
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
帝
国
憲
法
の
時

代
に
は
官
吏
は
武
官
と
文
官
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
日
本
国
憲
法
で
軍
隊

は
無
く
な
り
、
昔
の
官
吏
は
す
べ
て
公
務

員
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
陸
軍
軍
人

の
俸
給
・
恩
給
と
叙
勲
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

帝
国
憲
法
の
公
布
は
明
治
22
（
1
8
8

9
）
年
2
月
11
日
、
翌
年
11
月
23
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
法
令
が
こ
の

前
後
に
出
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に
明

治
23
年
の
「
陸
軍
給
與
令
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
日
露
戦
後
の
経
済
状
況
を
勘
案
し

た
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
に
改
正
さ
れ

る
ま
で
の
基
本
に
な
り
ま
し
た
。

■
物
価
と
米
価
に
み
る
社
会

　

こ
の
前
後
の
経
済
状
況
を
ま
と
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
西
南
戦
争
（
1
8
7
7
年
）

後
の
通
貨
膨
張
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
を
抑
え

る
た
め
に
強
引
な
デ
フ
レ
政
策
が
あ
り
ま

し
た
。
紙
幣
整
理
と
増
税
で
す
。
そ
の
頃

に
芽
を
出
し
た
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
り

始
ま
っ
た
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
再
び
イ

ン
フ
レ
が
基
調
に
な
り
ま
す
。
明
治
25

（
1
8
9
2
）
年
の
1
円
の
購
買
力
は
、

日
清
戦
争
後
の
31
年
に
は
3
分
の
2
程
度

に
下
落
し
ま
し
た
。
1
銭
2
厘
だ
っ
た
か

け
蕎
麦
は
1
銭
8
厘
に
な
り
、
3
銭
だ
っ

た
天
丼
は
5
銭
に
な
り
、
長
屋
の
家
賃
も

38
銭
か
ら
75
銭
に
あ
が
り
、
陸
軍
兵
の
副

食
費
が
1
日
6
銭
と
な
り
不
満
が
続
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
19
年
の
物
価
を
1
0
0
と
し
た
と

き
、
25
年
の
そ
れ
は
1
1
4
で
し
た
。
日

清
戦
争
が
起
こ
っ
た
27
年
に
は
1
2
6
、

遼
東
半
島
な
ど
を
失
っ
た
三
国
干
渉
の

あ
っ
た
28
年
に
1
3
5
と
な
り
、
そ
の
後

も
29
年
1
4
5
、
30
年
1
6
1
、
31
年
に

は
1
7
0
と
上
昇
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
レ
は
経
済
成
長
の
証
し
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
米
価
の
上
昇
は
一
般
物
価

よ
り
激
し
く
都
市
住
民
の
生
活
を
直
撃
し

ま
す
。
明
治
19
年
の
米
価
を
1
0
0
と
す

る
と
、
23
年
に
は
1
7
7
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
年
に
は
、
わ
が
国
の
主
要
輸

出
産
物
だ
っ
た
綿
糸
が
イ
ン
ド
製
品
に
押

さ
れ
て
、
国
際
収
支
で
も
ま
っ
た
く
の
不

振
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
24
年
に
は
一
度
米
価
は
下
落

し
ま
す
。
26
年
ま
で
は
安
定
し
た
推
移
を

見
せ
ま
す
が
、
27
年
に
指
数
1
7
5
と
再

び
急
騰
し
ま
し
た
。
石（
1
5
0
㌔
）当
た

り
10
円
20
銭
で
し
た
。
東
北
地
方
で
大
冷

害
が
起
き
た
28
年
に
は
指
数
1
9
6
、
石

当
た
り
11
円
49
銭
と
な
り
ま
し
た
。
26
年

に
は
三
陸
海
岸
大
津
波
が
あ
り
、
米
価
は

高
値
に
張
り
付
き
ま
す
。
30
年
に
は
指
数

2
9
1
と
な
り
石
当
た
り
18
円
99
銭
で
す
。

　

明
治
26
年
か
ら
30
年
ま
で
に
米
価
は
約

2
・
5
倍
に
な
り
ま
す
が
、
賃
金
は
職
工

で
同
1
・
34
倍
に
な
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
30
年
ご
ろ
の
1
円
が
い
ま
の
い

く
ら
に
な
る
か
、
わ
た
し
は
お
お
よ
そ
1

万
円
と
考
え
て
い
ま
す
。
陸
軍
少
尉
の
月

給
が
33
万
円
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
1 

5

0
㌔
の
コ
メ
が
だ
い
た
い
19
万
円
と
す
る

と
、
コ
メ
の
代
金
は
1
㌔
で
1
2
0
0
円

あ
ま
り
で
す
。

　

こ
れ
を
当
時
の
都
市
住
民
が
ど
れ
く
ら

い
食
べ
て
い
た
か
を
み
る
と
、
明
治
32
年

に
出
さ
れ
た
『
日
本
之
下
層
社
会
』
の
中

に
31
年
の
1
か
月
の
旋
盤
工
の
家
計
簿
が

あ
り
ま
す
。
36
歳
で
、
毎
日
10
時
間
労
働
、

日
給
65
銭
、
月
に
し
て
16
円
25
銭
の
収
入
。

夫
婦
と
子
供
1
人
で
借
家
（
8
畳
、
4
畳
、

3
畳
）
に
月
4
円
で
住
み
、
コ
メ
代
が
7

円
60
銭
、
副
食
費
が
3
円
60
銭
で
す
。
薪

炭
費
2
円
50
銭
、
さ
っ
き
の
石
当
た
り
約

19
円
か
ら
考
え
る
と
4
斗
（
約
60
㌔
）
の

コ
メ
を
食
べ
、
年
間
で
は
4
石
8
斗
を
食

べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
俳
人
で
あ
る
正
岡
子
規
は
詳
細

な
出
納
記
録
（
明
治
29
年
）
を
残
し
て
い

ま
す
が
、
新
聞
社
か
ら
月
給
29
円
と
そ
の

他
で
月
収
35
円
77
銭
で
し
た
。
台
東
区
の

根
岸
の
家
は
家
賃
5
円
（
8
畳
、
6
畳
、

4
畳
半
、
3
畳
）
で
コ
メ
代
は
4
円
9
銭
、

副
食
代
は
11
円
35
銭
、
薪
炭
費
1
円
13
銭

で
あ
り
、
こ
の
頃
石
当
た
り
16
円
と
し
て

月
に
2
斗
5
升
（
37
・
5
㌔
）
の
コ
メ
を

消
費
し
、
1
人
当
た
り
で
は
年
に
1
5
0

㌔
を
食
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
コ
メ
が
主
食
の
時
代
で
あ
り
、

そ
の
価
額
の
動
き
は
庶
民
の
暮
ら
し
に
直

結
し
て
い
ま
し
た
。

■
官
吏
の
区
分

　

官
吏
の
構
成
に
つ
い
て
は
大
ざ
っ
ぱ
に

分
け
て
、
親
任
官
、
勅
任
官
、
奏
任
官
、

判
任
官
、
雇
員
、
傭
人
の
区
分
が
あ
り
ま

し
た
。
親
任
官
は
勅
任
官
の
最
高
位
で
陛

下
自
ら
任
命
さ
れ
ま
す
。
親
任
式
を
行
い

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
26
回
）

　

陸
軍
武
官
の
俸
給
・

　
　

恩
給
・
叙
勲荒

木　

肇「陸軍給與令」
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各
省
大
臣
、
枢
密
院
議
長
以
下
の
枢
密
顧

問
官
、
特
命
全
権
大
使
な
ど
で
武
官
に

あ
っ
て
は
陸
海
軍
大
将
で
す
。

　

次
が
勅
任
官
（
1
・
2
等
）
で
本
省
の

次
官
・
局
長
級
、
各
県
知
事
な
ど
で
す
が
、

会
計
検
査
院
長
、
帝
国
大
学
総
長
、
内
閣

書
記
官
長
、
法
制
局
長
官
は
同
じ
勅
任
で

も
次
官
よ
り
も
格
上
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

警
視
総
監
や
技
監
と
い
わ
れ
た
技
術
系
官

の
ト
ッ
プ
も
勅
任
官
、
陸
海
軍
で
は
中
・

少
将
と
そ
の
相
当
官
で
す
。
現
在
の
国
家

公
務
員
指
定
職
が
こ
れ
ら
に
近
い
と
さ
れ

ま
す
が
、
当
時
は
も
っ
と
稀
少
価
値
が
あ

り
ま
し
た
。

　

奏
任
官
は
陛
下
に
奏
上
し
て
裁
可
を
賜

り
ま
し
た
。
本
省
課
長
以
下
の
中
堅
幹
部
、

将
来
の
幹
部
予
定
者
も
こ
れ
で
す
。
陸
海

軍
で
は
大
佐
か
ら
少
尉
、
い
わ
ゆ
る
士
官

の
こ
と
で
相
当
官
も
同
じ
で
し
た
。
こ
の

親
任
官
・
勅
任
官
・
奏
任
官
を
ま
と
め
て

「
高
等
官
」
と
し
ま
す
。
高
等
官
は
現
在

の
各
省
庁
の
キ
ャ
リ
ア
組
と
考
え
て
良
い

で
し
ょ
う
。

　

高
等
官
の
下
は
判
任
官
で
す
。
各
省
の

長
官
の
裁
定
で
人
事
も
決
ま
り
ま
す
。
一

般
官
庁
で
は
「
属
」
と
も
い
わ
れ
、
陸
海

軍
で
は
准
士
官
と
下
士
で
す
。

■
1
8
9
0（
明
治
23
）年「
陸
軍
給
與
令
」

　

明
治
23
年
3
月
、
勅
令
第
67
号
で
陸
軍

給
與
令
が
出
さ
れ
ま
す
。
准
士
官
以
上
は

俸
給
、
下
士
兵
卒
は
給
料
、
諸
生
徒
は
手

當
金
と
称
し
ま
す
。

　

第
7
條
に
は
俸
給
に
職
務
俸
が
加
給
さ

れ
る
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。
大
将
は
俸
給

3
0
0
0
円
と
職
務
俸
が
3
0
0
0
円
で

合
計
6
0
0
0
円
が
年
俸
と
な
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
中
将
に
は
俸
給
と
職
務
給
と

2
1
0
0
円
ず
つ
で
4
2
0
0
円
、
少
将

が
1
8
0
0
円
ず
つ
で
3
6
0
0
円
で
し

た
。
大
佐
は
俸
給
1
1
1
6
円
と
職
務
給

1
2
3
1
円
の
合
計
で
2
3
4
7
円
、
中

佐
は
同
じ
く
俸
給
と
職
務
給
の
合
計
で
1

7
5
2
円
、
少
佐
同
じ
く
1
1
5
2
円
、

大
尉
も
同
じ
く
2
等
6
6
0
円
、
1
等
が

7
0
8
円
、
中
尉
は
同
じ
く
2
等
4
6
8

円
、
1
等
5
1
6
円
、
少
尉
は
級
が
な
く

3
9
6
円
で
し
た
。
大
将
は
少
尉
の
約
15

倍
、
大
佐
は
同
6
倍
に
も
な
り
ま
す
。
な

ぜ
職
務
給
と
俸
給
を
分
け
た
か
と
言
え
ば
、

停
職
や
待
命
な
ど
の
人
に
は
職
務
給
を
無

く
し
た
り
、
減
額
し
た
り
し
た
か
ら
で
す
。

　

准
士
官
は
年
額
3
6
0
円
、
曹
長
は
月

給
8
円
61
銭
、
1
等
軍
曹
同
6
円
42
銭
、

2
等
軍
曹
5
円
7
銭
、
上
等
兵
は
2
円
64

銭
、1
等
卒
1
円
20
銭
、2
等
卒
90
銭
で
す
。

　

士
官
候
補
生
に
つ
い
て
は
見
習
士
官
月

額
4
円
5
銭
、
1
・
2
等
軍
曹
同
2
円
64

銭
、
兵
卒
階
級
の
時
は
1
円
53
銭
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
1
年
間
の
隊
付
で
、

1
等
卒
か
ら
上
等
兵
に
、
続
い
て
2
等
軍

曹
、
1
等
軍
曹
に
進
む
間
の
こ
と
で
し
た
。

幼
年
学
校
生
徒
に
は
30
銭
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
宅
料
と
い
わ
れ
た
営
外
居
住
者

へ
の
手
当
て
が
あ
り
ま
し
た
。
月
額
で
大

将
は
25
円
、
中
将
は
18
円
75
銭
、
少
将
12

円
50
銭
、
大
佐
10
円
、
中
佐
8
円
70
銭
、

少
佐
7
円
50
銭
、
大
尉
4
円
75
銭
、
中
尉

4
円
、
少
尉
3
円
50
銭
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

営
外
居
住
の
准
士
官
3
円
20
銭
、
同
じ
く

曹
長
1
円
90
銭
、
同
1
等
軍
曹
1
円
50
銭
、

同
2
等
軍
曹
1
円
25
銭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

士
官
以
上
、
乗
馬
本
分
者
が
馬
を
飼
う

場
合
、「
馬
飼
料
」
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

正
馬
は
月
額
20
円
、
副
馬
に
は
6
円
が
つ

き
ま
す
。
加
え
て
毎
月
20
円
が
「
馬
匹
保

續
料
」
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

旅
費
の
こ
と
、
演
習
や
行
軍
の
手
当
も

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
費
は
「
汽
車
料

船
舶
料
車
馬
料
日
當
移
転
料
手
當
」
の
6

種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
汽
車
料
は

哩
（
マ
イ
ル
）
数
、
船
舶
料
は
海
里
数
、

車
馬
料
は
里
数
、
日
當
は
日
数
に
応
じ
る

と
あ
り
ま
す
。

　

汽
車
で
は
中
将
な
ら
1
哩
ご
と
に
10

銭
、
佐
官
と
尉
官
は
7
銭
、
下
士
は
5
銭

で
す
。
東
京
と
名
古
屋
間
な
ら
約
2
5
0

哩
、
師
団
長
な
ら
25
円
が
支
給
さ
れ
ま
し

た
。
船
舶
も
同
額
で
す
。
当
時
の
交
通
事

情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
車
馬
料
」

で
し
た
。
当
時
、
広
島
か
ら
日
本
海
側
の

濱
田
へ
出
る
に
は
汽
車
が
あ
り
ま
せ
ん
。

車
馬
で
移
動
す
る
と
、
1
哩
あ
た
り
旅
団

長
の
少
将
な
ら
32
銭
、
大
佐
は
22
銭
、
少

尉
は
18
銭
で
し
た
。

　

被
服
に
つ
い
て
准
士
官
以
上
は
自
弁
、

た
だ
し
初
任
の
時
に
限
っ
て
服
装
手
当
が

出
ま
し
た
。
士
官
・
准
士
官
に
な
る
と
80

円
が
1
回
限
り
、
士
官
が
初
め
て
乗
馬
本

分
に
な
る
と
馬
装
手
当
40
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
給
与
の
範
囲
は
広
い

も
の
で
し
た
。

■
1
8
9
2
（
明
治
25
）
年
「
高
等
官
官

等
俸
給
令
」

　

明
治
25
年
に
は
高
等
官
官
等
俸
給
令
が

出
さ
れ
ま
す
。
親
任
官
を
除
き
、
高
等
官

を
9
等
に
分
け
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
親
任
官
と
1
等
官
・
2
等
官
を
勅
任

官
と
す
る
こ
と
、
3
等
官
乃
至
9
等
官
を

奏
任
官
と
す
る
こ
と
、
親
任
官
の
辞
令
は

親
署
の
後
に
御ぎ

ょ

璽じ

を
鈐け

ん
し
、
内
閣
総
理
大

臣
又
は
主
坐
の
大
臣
が
副
署
す
る
と
あ
り

ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
は
年
俸
9
6
0
0
円
、

書
記
官
長
同
3
5
0
0
円
、賞
勲
局
総
裁
、

法
制
局
長
官
同
4
0
0
0
円
、
各
省
大
臣
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同
6
0
0
0
円
、
同
次
官
4
0
0
0
円
な

ど
が
書
か
れ
、
他
は
一
覧
表
に
な
っ
て
い

ま
す
。
各
等
は
級
に
よ
っ
て
細
か
く
区
分

さ
れ
、
各
省
書
記
官
は
3
等
か
ら
7
等
ま

で
に
な
り
、
陸
軍
中
尉
と
同
じ
7
等
は
8
、

9
、
10
級
の
3
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
等
8
級
は
年
俸
4
5
0
円
、
9
級
が
4

0 

0
円
、
10
級
が
3
0
0
円
で
す
か
ら
、

陸
軍
中
尉
の
1
等
級
5
1
6
円
と
2
等
4

6 

8
円
と
ほ
ぼ
相
応
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
や
は
り
お
札
に
な
っ
た
樋
口

一
葉
の
日
記
の
中
に
、
樋
口
家
が
落
ち
目

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
婚
約
を
破
棄
し
た
検

事
が
や
っ
て
き
て
復
縁
を
迫
っ
た
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
記
述
に
、「
身
は
正

八
位
に
し
て
月
俸
50
円
を
取
る
身
」
と
あ

り
ま
す
。
正
八
位
な
ら
陸
軍
少
尉
と
同
じ

で
す
。
地
方
検
事
は
確
か
に
年
俸
4
8
0

円
か
ら
同
6
0
0
円
で
し
た
。

　

陸
軍
大
佐
と
同
じ
3
等
官
1
級
俸
の
内

閣
書
記
官
や
総
理
秘
書
官
は
年
俸
2
5
0

0
円
で
す
。
大
佐
は
2
3
4
7
円
で
、
こ

れ
に
宅
料
や
馬
の
保
續
料
な
ど
が
手
当
て

さ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
判
任
官
最
低
が
1
4
4
円
（
月
俸
12

円
）
で
、
陸
軍
2
等
軍
曹
の
月
給
5
円
7

銭
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
陸
軍
下

士
官
は
営
内
居
住
で
食
費
も
被
服
費
も
官

給
で
す
か
ら
簡
単
に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん
。

■
官
吏
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
か

　
『
内
閣
七
十
年
史
』
か
ら
明
治
28
（
1 

8

9 

5
）
年
の
文
官
の
数
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
全
員
で
3
万
6
3
9
3
名
の
う
ち
、

勅
任
1
9
0
名
（
0
・
52
％
）、
奏
任
3 

6

9 
0
名
（
10
・
1
％
）、
判
任
3
万
2
5
1

3
名
（
89
・
3
％
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
ほ
ぼ
2
倍
の
雇
員
、
傭
人
が
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
陸
軍
武
官
の
数
は
と
い
う
と
、

平
時
の
1
8
9
3
年
の
年
度
末
で
1
万
7

5
9
5
名
、う
ち
勅
任
63
名
（
0・36
％
）、

奏
任
4
4
9
6
名
（
25
・
6
％
、
う
ち
佐

官
6
2
6
名
、
尉
官
3
8
7
0
名
）、
判

任
1
万
3
0
3
6
名
（
74
・
0
％
、
う
ち

准
士
官
49
名
）
で
し
た
。

　

こ
の
頃
の
わ
が
国
の
総
人
口
は
、
約
男

子
2
0
9
0
万
人
、
同
女
子
2
0
5
0
万

人
、
合
わ
せ
て
同
4
1
4
0
万
人
で
、
官

吏
の
数
は
合
計
し
て
約
5
万
4
0
0
0
名

に
な
り
ま
す
。
全
人
口
の
0
・
13
％
を
占

め
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

官
吏
に
な
る
に
は
奏
任
官
対
象
の
高
等

試
験
、
判
任
官
の
普
通
試
験
に
合
格
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
帝
国
大
学
は
明
治

19
（
1
8
8
6
）
年
に
発
足
し
、
翌
年
に

は
勅
令
「
文
官
試
験
試
補
及
見
習
規
則
」

が
出
さ
れ
ま
す
。
高
等
試
験
合
格
者
は
最

低
3
年
の
「
試
補
」、
普
通
試
験
の
そ
れ

は
「
見
習
」
を
最
低
2
年
務
め
な
い
と
正

式
に
任
官
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
規
則
」

で
は
帝
国
大
学
法
科
・
文
科
大
学
の
卒
業

生
に
は
受
験
を
免
除
し
、
た
だ
ち
に
試
補

に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帝
大
卒
の
特
権
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
法
科
卒
は
司
法
官
任
用
試
験
・

弁
護
士
試
験
を
免
除
さ
れ
、
医
科
卒
は
医

師
試
験
、
文
科
・
理
科
大
学
卒
は
中
等
教

員
試
験
を
受
け
な
く
て
も
、
そ
の
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
科
大
学
、
そ
の
他
の
帝
大
生
は
ど
れ

ほ
ど
い
た
か
で
す
。
法
科
・
医
科
・
工
科
・

文
科
・
理
科
の
す
べ
て
で
定
員
は
4
0
0

人
（
明
治
19
年
）
で
し
た
。
法
科
は
1 

5

0
人
で
あ
り
、
医
科
・
文
科
・
理
科
は
各

60
人
、
工
科
は
70
人
で
す
。
実
際
に
入
学

し
た
の
は
法
科
88
人
、
医
科
18
人
、
工
科

25
人
、
文
科
8
人
、
理
科
12
人
の
合
計
で

1
5
1
人
で
し
た
。
明
治
25
年
に
な
っ
て

も
、
定
員
を
ほ
ぼ
満
た
す
の
は
法
科
1 

4

6
人
、
工
科
の
59
人
で
あ
り
、
合
計
で
2

8 

8
人
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
中
等
教
育
の
レ

ベ
ル
の
低
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
明
治
23

年
に
は
全
国
で
中
学
校
は
55
校
で
在
籍
生

徒
数
は
1
万
1
6
2
0
人
で
あ
り
、
高
等

学
校
は
よ
う
や
く
7
校
、
そ
の
在
籍
者
4

3
5
6
人
で
す
。
入
学
試
験
も
難
し
く
、

有
名
な
夏
目
漱
石
、
秋
山
真
之
、
正
岡
子

規
な
ど
が
大
学
予
備
門
（
後
の
第
1
高
等

学
校
）
に
入
っ
た
頃
は
、
入
試
倍
率
も
4

倍
か
ら
5
倍
、
わ
ず
か
2
5
0
人
が
合
格

し
た
く
ら
い
で
し
た
。

　

帝
大
卒
業
者
の
進
路
と
い
え
ば
、
単
年

度
の
数
字
が
見
つ
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、

明
治
9
年
か
ら
24
年
ま
で
の
統
計
が
あ
り

ま
す
。
法
科
は
行
政
官
1
0
6
人
、
司
法

官
1
1
4
人
で
官
庁
合
計
2
2
0
人
、
学

校
教
員
11
人
、
銀
行
会
社
員
8
人
、
弁
護

士
18
人
、
海
外
留
学
12
人
、
そ
の
他
で
3

0 

7
人
で
す
。
72
％
が
官
庁
に
進
ん
で
い

ま
す
。
工
科
大
学
も
行
政
官
1
人
、
技
術

官
1
2
9
人
で
官
庁
合
計
1
3
0
人
、
学

校
教
員
37
人
、
会
社
技
師
1
0
7
人
、
海

外
留
学
14
人
、
そ
の
他
で
合
計
3
5
7
人

と
い
う
官
庁
優
勢
（
36
％
）
で
し
た
。

　

夏
目
も
正
岡
も
進
学
し
た
文
科
大
学
は

ど
う
か
と
い
う
と
行
政
官
25
人
、
学
校
教

員
28
人
、
大
学
院
等
5
人
、
海
外
留
学
3

人
で
そ
の
他
合
計
75
人
と
い
う
寂
し
い
数

字
が
見
ら
れ
ま
す
。
夏
目
は
行
政
官
に
な

る
こ
と
は
せ
ず
、
高
等
学
校
の
英
語
講
師

「高等官官等俸給令」
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と
な
り
、
正
岡
は
中
退
し
て
新
聞
記
者
に

な
り
ま
し
た
。

■
1
8
9
0（
明
治
23
）年
「
軍
人
恩
給
法
」

　

陸
海
軍
軍
人
の
恩
給
は
6
種
類
で
し

た
。
⑴
退
職
恩
給
、
⑵
免
除
恩
給
、
⑶
増

加
恩
給
、
⑷
賑
恤
金
、
⑸
給
助
金
、
⑹
扶

助
料
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
退
職
、

免
除
、
増
加
恩
給
と
寡
婦
の
扶
助
料
に
つ

い
て
は
終
身
、
孤
児
の
扶
助
料
は
満
20
歳

ま
で
給
付
さ
れ
、
賑
恤
金
、
給
助
金
は
1

回
限
り
の
支
給
で
し
た
。

　

退
職
恩
給
と
は
准
士
官
以
上
で
、
現
役

11
年
以
上
で
定
限
年
齢
に
達
し
、
あ
る
い

は
定
限
年
齢
に
達
し
て
は
い
な
く
て
も
傷

痍
を
受
け
、
あ
る
い
は
疾
病
で
服
役
に
耐

え
ず
に
退
職
し
た
場
合
に
受
け
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
戦
闘
時
、
戦
時
、
平
時
に
か

か
わ
ら
ず
公
務
に
よ
っ
て
傷
痍
を
受
け
て

1
肢
以
上
を
失
い
退
職
し
た
者
、
戦
地
に

お
い
て
流
行
病
に
罹
り
、
ま
た
は
戦
時
平

時
に
こ
だ
わ
ら
ず
公
務
の
た
め
に
健
康
に

有
害
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
顧
み
ず
勤

務
に
従
事
し
、
1
肢
以
上
を
失
う
か
、
そ

れ
に
準
じ
た
者
も
こ
の
恩
給
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
現
役
服
務
11
年
以
上
で
定

限
年
齢
に
達
し
て
い
な
く
て
も
、
休
職
、

停
職
、
満
期
も
し
く
は
諭
旨
に
よ
っ
て
退

職
し
た
者
も
含
ま
れ
ま
し
た
。

■
免
除
恩
給
と
増
加
恩
給

　

免
除
恩
給
と
は
下
士
以
下
で
、
や
は
り

11
年
以
上
勤
務
し
、
定
限
年
齢
に
な
る
か

服
役
満
期
と
な
っ
た
者
か
傷
痍
や
疾
病
で

服
役
で
き
ず
免
官
に
な
っ
た
者
に
支
給
さ

ま
す
。

　

第
9
条
に
は
増
加
恩
給
の
規
定
が
あ
り

ま
す
。「
戦
闘
又
戦
時
平
時
に
拘
は
ら
ず
公

務
の
た
め
に
傷
痍
を
受
け
若
く
は
疾
病
に

罹
り
…
」
と
但
し
書
き
が
つ
い
て
、「
両
眼

を
盲
し
若
く
は
二
肢
以
上
を
亡
し
た
る
と

き
」、「
前
項
に
準
ず
べ
き
傷
痍
を
受
け
若

く
は
疾
病
に
罹
り
た
る
と
き
」
が
付
さ
れ
、

「
一
肢
を
亡
し
若
く
は
二
肢
の
用
を
失
ひ
た

る
と
き
」、「
一
眼
を
盲
し
若
く
は
一
肢
の

用
を
失
ひ
た
る
と
き
」
に
も
「
前
項
に
準

ず
べ
き
傷
痍
を
受
け
、
疾
病
に
罹
り
た
る

と
き
」
と
い
う
付
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

第
11
條
の
規
定
は
公
務
受
傷
や
公
務
で

疾
病
に
罹
患
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
第

13
條
は
支
給
開
始
日
の
規
定
で
、
現
役
を

離
れ
た
翌
日
か
ら
始
ま
り
死
亡
の
月
で
終

わ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

賑
恤
金
は
下
士
以
下
が
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
増
加
恩
給
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
公
務
に
よ
る
傷
痍
や
疾
病
罹
患
に
つ

い
て
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
第
16
條
は
給
助

金
に
つ
い
て
の
規
定
で
す
。
下
士
以
上
で

「
現
役
中
死
歿
し
若
く
は
現
役
4
年
以
上
11

年
未
満
に
し
て
現
役
を
離
れ
退
職
恩
給
、

免
除
恩
給
を
受
け
さ
る
者
に
給
す
」
と
あ

り
ま
す
。

■
加
算
年
の
規
定

　

第
20
條
に
は
「
従
軍
年
は
現
役
外
の
年

月
と
為
し
之
を
其
服
役
年
数
に
加
算
す
る

も
の
と
す
」
と
あ
り
、
第
21
條
に
は
「
従

軍
年
の
加
算
」
に
つ
い
て
「
外
國
戦
に
當

り
出
征
軍
に
編
入
せ
ら
れ
内
國
港
灣
を
出

發
し
た
る
と
き
は
二
個
年
（
マ
マ
）」
が

第
1
項
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

受
給
資
格
が
11
年
以
上
の
在
職
と
あ
り
ま

す
が
、
出
征
す
る
と
1
年
が
3
年
に
な
り

ま
し
た
。
第
2
項
は
内
国
戦
で
「
戦
地
に

臨
み
た
る
と
き
は
1
個
年
」
で
す
。
続
い

て
第
3
項
は
「
臨
戦
合
圍
地
境
に
於
て
服

役
し
た
る
と
き
外
國
に
在
て
は
2
個
年
内

國
に
在
て
は
1
個
年
」
で
合
囲
地
境
と
は

戦
地
に
隣
接
す
る
地
域
を
指
し
ま
す
。
日

清
戦
争
で
は
長
崎
県
對
馬
な
ど
に
な
り
ま

し
た
。
第
4
項
「
日
本
國
外
の
鎮
戌
に
在

り
た
る
と
き
は
1
個
年
」、
第
5
項
は
出

征
事
件
に
関
し
て
功
績
が
あ
っ
た
者
や
、

一
時
的
出
兵
で
も
出
征
軍
と
見
な
せ
る
場

合
は
勅
裁
に
よ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

第
22
・
23
條
は
海
軍
軍
人
の
外
国
航
海
な

ど
へ
の
加
算
に
つ
い
て
で
す
。
第
24
・
25

條
は
受
給
資
格
の
剥
奪
な
ど
で
し
た
。

■
寡
婦
へ
の
扶
助
料

　

扶
助
料
は
、
軍
人
が
戦
地
で
傷
痍
、
疾

病
、
戦
闘
死
し
た
場
合
に
残
さ
れ
た
「
寡

婦
」
が
終
身
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寡
婦
が
い
な
い
場
合
、
そ
の
孤
児
に
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
孤
児
扶
助
料
は
家
名
を

継
承
す
る
者
が
受
け
、
戸
主
で
は
な
い
軍

人
の
場
合
は
長
子
に
渡
し
ま
す
。
寡
婦
も

孤
児
も
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
権
利
を
失
っ

た
と
き
は
、
父
母
、
祖
父
母
が
終
身
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
36
條
に
は「
孤

児
」
に
つ
い
て
の
定
義
が
あ
り
、「
年
齢

20
歳
未
満
の
男
女
子
に
し
て
未
だ
結
婚
せ

ざ
る
者
を
云
ふ
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も

成
人
ま
で
の
扶
助
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

す
。

■
恩
給
の
実
際

　

恩
給
表
は
横
に
11
年
か
ら
40
年
ま
で
の

年
数
、
縦
軸
は
階
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
少
額
は
准
士
官
、
11
年
と
な
り
ま
す
が

年
額
1
5
0
円
。
ご
く
普
通
の
20
年
勤
務

の
少
佐
、
年
俸
1
1
5
2
円
で
は
5
1
8

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
45
％
で
す
。
聯

隊
長
を
務
め
た
よ
う
な
大
佐
な
ら
25
年
の

勤
務
と
し
て
9
2
5
円
、
現
職
時
は
2 

3

「軍人恩給法」



　 （　　）46（偕行　令和 8 年 7・8 月号）

5 
2
円
で
約
39
％
に
な
り
ま
す
。

　

や
は
り
世
間
で
の
地
位
か
ら
高
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
将
官
で
し
ょ
う
。

少
将
で
あ
る
と
現
役
時
に
は
3
1
5
0
円

で
す
が
恩
給
は
30
年
服
役
で
1
3
8
2

円
、
約
44
％
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
回
に
詳
し
く
説
明
し
ま
す

が
、「
勲
等
年
金
令
」
と
い
う
終
身
支
給

年
金
が
あ
り
ま
し
た
。
陸
軍
士
官
の
場
合

は
実
役
満
14
年
半
、
お
お
よ
そ
大
尉
で
勲

6
等
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

も
恩
給
資
格
と
同
様
に
加
算
年
月
の
規
定

が
あ
り
、
実
際
は
も
っ
と
短
い
期
間
で
叙

勲
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
大
尉
に
な
っ
て

満
7
年
で
勲
5
等
、
少
佐
満
8
年
で
勲
4

等
に
陞

し
ょ
う

叙じ
ょ

し
ま
す
。
年
金
は
勲
6
等
な

ら
84
円
、
同
5
等
で
1
2
0
円
、
同
4
等

で
1
8
0
円
、
将
官
の
勲
3
等
な
ら
ば
3

6 

0
円
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
軍
功
が
あ
れ
ば
、
明
治
27
年
9

月
に
制
定
さ
れ
た
金
鵄
勲
章
が
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
日
露
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
な
ど

で
改
定
さ
れ
た
1
9
1
0
（
明
治
43
）
年

の
給
與
令
や
大
正
時
代
の
臨
時
手
当
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
参
考
・
引
用
文
献
は
す
べ
て
国
立
国
会
図
書
館
の

ア
ー
カ
イ
ブ
で
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
引
用
は
カ
タ
カ

ナ
を
平
仮
名
に
漢
数
字
を
算
用
数
字
に
し
ま
し
た
。
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古
事
記
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊

を
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
古
事
記
の
丁
寧

な
現
代
語
訳
の
本
文
と
学
説
や
自
説
を
含

む
解
説
と
を
併
記
し
た
力
作
だ
。
本
文
は

分
か
り
や
す
い
文
章
で
物
語
が
滞
る
こ
と

な
く
頭
に
入
っ
て
く
る
。
解
説
に
は
古
事

記
の
編
集
目
的
、
上
中
下
巻
の
構
成
と
記

述
区
分
、
編
集
当
時
の
事
情
な
ど
学
問
上

の
定
説
と
と
も
に
著
者
の
見
解
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
古
事
記
は
、
大
和
朝

廷
の
継
続
性
と
正
当
性
を
国
民
向
け
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
最
古
の
公
文
書
、
天
智
天
皇

の
時
代
ま
で
の
数
百
年
分
の
歴
史
を
ま
と

め
た
も
の
、
日
本
が
神
話
か
ら
現
代
ま
で

一
貫
し
た
国
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
な

ど
と
い
う
見
解
は
明
快
だ
。
古
事
記
に
つ

い
て
今
ま
で
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
な

か
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。
皇
位

継
承
が
喫
緊
の
大
問
題
に
な
っ
て
い
る

今
、
皇
室
に
男
系
男
子
が
継
承
さ
れ
て
き

た
い
き
さ
つ
に
注
目
し
て
読
む
の
も
面
白

い
。

　

こ
の
続
編
に
「
古
事
記
完
全
講
義
」
が

あ
る
。
本
書
の
解
説
部
分
を
更
に
詳
し
く

面
白
く
噛
み
砕
い
て
あ
る
。
ま
た
著
者
の

中
学
校
の
歴
史
教
科
書
「
国
史
」
は
文
科

省
の
検
定
に
合
格
し
現
場
で
採
用
さ
れ
て

も
い
る
。
戦
前
使
わ
れ
て
い
た
時
代
区
分

「
大
和
時
代
」
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
き
め

細
か
く
教
育
再
建
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

も
紹
介
し
た
い
。

　

教
育
の
荒
廃
と
言
わ
れ
占
領
政
策
に
そ

の
原
因
を
求
め
る
論
調
も
あ
る
。
古
事
記

ま
で
戻
っ
て
歴
史
を
見
直
す
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
そ
の
第
一

歩
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
子
供
の
教
育
に

関
心
の
あ
る
人
、
海
外
赴
任
を
前
に
し
て

い
る
人
、
日
本
の
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で

き
な
い
人
、
な
ど
に
も
薦
め
た
い
。

（
学
研
出
版　

定
価
1
8
7
0
円
税
込
み
）

食品用加熱剤「サバイバルヒーター」

ミリメシ
防災あつあつロングライフ

話題の「ミリメシ」の元祖

防災丸かじりセット

陸  上  自  衛  隊  戦  闘  糧  食

だ れ で も

手軽に作れ
て

手軽に食べ
られる

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

相談役　：　志 摩　篤（陸自５７　防大１）

TEL　０３－５２９６－２８３３
FAX　０３－３２５６－７３８８

株式会社
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